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研究成果の概要 

2024年度は，Autowareを対象として単純で基本的なシステムを想定し，現有技術の洗練および

拡張を行った．まず，Autoware の認識から制御まで統合的に分析することができる検証基盤「AW-

Checker」を開発した．そして，日本自動車工業会が策定した自動運転の安全性評価フレームワー

ク（以下，JAMA フレームワークと呼ぶ）に基づいて Autoware の検証を実施した．車両制御に関し

ては，そのシミュレーションが可能な環境を構築し，システムの外側を統合的に分析できる環境を

整備した．さらに，MATLAB/Simulink モデルの分析に SMT ソルバを効率的に用いる手法につい

て研究を実施した．これらにより，以下の成果を獲得した． 

✓ AW-Checker による検証により，衝突を避けるべきであるにも関わらず衝突が発生するケース

を発見することができた[1]． 

✓ シナリオモデリング言語 CPD により，JAMA フレームワークの形式化を行った[2]．また，その

データをシナリオ生成分析ツール GCPD とあわせて GitHubで公開した． 

✓ 画像認識仕様記述言語 BBSL に対する代数的エンコーディングを実現し，数学的基礎を整

備した[3,4]．また，EB4EB と呼ばれる Event-B のメタ機構を用いて，BBSL を Event-B への

Shallow/Deep Embedding として実装した． 

✓ SMT ソルバ cvc5 を実数理論ベースで拡張し，浮動小数点演算を効率的に扱うことが可能に

なった[5]．その実装はオープンソースとして公開した． 

✓ MATLAB/Simulink モデルのテストツール PROMPT を商用リリースしており，今年度は SMT

ソルバベースのテスト生成手法を新たに導入し，v.3.0として 2025年 3月 22日にリリースした． 
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